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＜指導者の言葉＞ 

入学当初に国語の目標を生徒自身が「分かりやすく伝える。」と設定しました。目標に

対して、昨年度から継続して行っている取組による作品です。毎時間、初めの１０分を辞書

作成に当て、１年間通して作成しました。 

１年目は、１１月の文化祭展示に向け、 

①言葉集め 

②意味作成 

③推敲 

④製本 の順に作成しました。展示後、第２版を作成するにあたって、言葉を増やすため

に、依頼書を作成し、他の生徒に依頼しました。 

今年度はそれを踏まえて、昨年度同様の流れで作成しました。 

作成する際には以下の３点に留意して文章を考えるように伝えました。 

①知らない人が読んだときに分かる文章にする。 

②「事実」と「意見」を見極める。 

③読んだ人が共感したり、クスッと笑ったりできるようにする。 

普段当たり前のように使っている言葉も、いざ人に説明しようと思うとうまく文章にでき

なかったり、知らない人が読んでも分かるような説明にすることが難しかったりし、何度も

推敲を重ねました。 

言葉の意味を作成する際には、点字使用者である生徒の思う「定規」（点字器）と一般

的なものの長さを測る「定規」の違いに気付くことがありました。一般的な言葉や物の説

明とは一味違った、見えにくい中で過ごしてきた生徒の説明や考え方を知ることができる

作品です。 


